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　　　　　　　　　　　　　　　　　2007 年度　事業計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2007年 4月~2008年 3月）

財団法人・現代人形劇センターは、第３９年度事業を下記のように計画します。

（ １ ）  出版・ 刊行事業

　　　　　

（ ２ ）  伝統人形劇の研修及び研究講座の開催と、 その援助

乙女文楽研究講座を桐竹智恵子師の指導により開催し、成果の発表に助成します。

（ ３ ）  関係団体との事業提携と後援

各種団体の行う人形劇、児童劇、地域文化活動などの事業への提携､後援､協賛を行います。

（ ４ ）  センター資料の整備

（ ５ ）  センター施設の営繕

（ ６ ）  各種人形劇活動への参加と協力

　Ａ．８月２日~５日、長野県飯田市で開催される「いいだ人形劇フェスタ２００７」の開催に協力します。

　Ｂ．人形劇界の新しい活動拠点として活動を進めている「日本人形劇ネットワーク」の活動に協力します。

　Ｃ． 人形劇関係者と企業の社会貢献事業がタイアップして進めている、人形劇による防災事業に協力しま
す。

（ ７ ）  現代人形劇研究事業

「日本人形劇とセラピー協会」の活動に協力します。

（ ８ ）  海外交流事業

Ａ. アジアの人形芝居 part13「インドの糸操り　ヤクシャガーナ・パペット」日本公演を行います。一般公

演に加えて地域での学校公演にも重点をおきます。（11月）

Ｂ．「アジアの人形芝居と身体表現５」として、アジアの人形芝居に関するセミナーまたはデモンストレー

ションを行います。

　Ｃ．ラオスと日本のコラボレーションユニット「チェオボン」日本公演を行います。

　　　日程：８月（いいだ人形劇フェスタ 2007ほか、数ヶ所）

Ｄ．ラオス国立人形劇団のメンバーと日本の人形遣いとのワークショップを行います。(8月)

Ｅ．村井健氏（演劇評論家）が代表を務める「乙女文楽ロシア公演」に協力します。

当初、2006 年にオムスク他で開催されるフェスティバルに招待されていましたが、準備期間がなく受
けられませんでした。オムスク関係者と村井氏の努力で、改めて 4 箇所のフェスティバルに招待され
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ることになり、事務局を松澤が務めます。

　　　出演：ひとみ座乙女文楽、義太夫協会所属演奏家

　　　公演地：オムスク、トムスク、テェメニ、エカテリンブルグ

　　  　日程：９月
Ｆ．海外人形劇の委託プロデュース公演を行ないます。

Ｇ．大阪国際人形劇フェスティバル 2008の企画立案に参加し、準備に協力します。

（ ９ ）  デフ・ パペッ ト シアター・ ひとみの活動

　＜公演＞

　　Ａ．新作－ 結成 25周年記念作品
『はこ／ＢＯＸＥＳおじいちゃんがくれたオルゴール♪』を、全国 48地域で公演します。
また、下記 4箇所の人形劇フェスティバルに上演参加します。

・ いいだ人形劇フェスタ 2007（8月）
・ 喜多方発 21世紀シアター（8月）－ 申請予定－
・ ひらかた人形劇フェスティバル（2008年 3月）－ 申請予定－
・ 杷木国際子ども芸術フェスティバル（2008年 3月）－ 申請予定－

　　Ｂ．『だいじょうぶ　だいじょうぶ？』を、全国 16地域で公演します。
　　Ｃ．『わんぱくスサノオの大蛇退治』『一寸法師』を公演します。

＜ワークショップ＞

① やなせけいこワークショップ

「音おとオト・・・手作り音創り」

手作りの楽器等を使い、音で会話したり動きに音をつけたりして遊びながら音楽を体験

　講師＝やなせけいこ　　対象＝こどもから大人（障害を持つ人も含）

② 善岡修ワークショップ、講演

　　　　　　

（ 10） 各種人形劇の上演、 催事の企画と制作を行います。

＜乙女文楽＞

Ａ．文化庁「本物の舞台芸術体験事業」の委託事業として、乙女文楽の公演と事前ワークショップを、

新潟県、富山県、石川県、福井県、京都府の中学校６校で実施します。

事前ワークショップ：「三番叟」の一部分を稽古し、公演当日に全校生徒の前で発表。

公演：「傾城阿波鳴門」「戻橋」＋人形と義太夫節のレクチャー

B． ポーラ伝統文化振興財団「伝統文化シネマ上映会」特別企画として、乙女文楽の上演と解説を行
います。（併映「文楽に生きる・吉田玉男」）４月

Ｃ． 地元における神社奉納と病院でのボランティア公演を実施し、地域交流を行います。
Ｄ． その他公立会館主催公演、各種団体からの委託公演を行います。
＜いいだ人形劇フェスタ 2007への協力と参加＞８月
Ａ．　委託事業としてワークショップの企画運営をします。

Ｂ．上演企画参加：
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① 街頭紙芝居・梅田佳声

② インドの紙芝居ポトゥ[上演＋原画展＋ワークショップ]
③ ラオスと日本のコラボレーションユニット「チェオボン」（８－ C参照）

＜展覧会・催事＞

Ａ．各地で「日本のからくり人形展」「からくり遊園地」「ふるさとのあそび」「紙芝居と世界の絵語り展」

等、催事の企画・制作を行います。

＜各種人形劇の企画・制作＞

Ａ．人形劇団ひとみ座ほか、街頭紙芝居等、各種人形劇の上演の企画・制作を行います。

B．老人福祉施設での人形劇上演を行います。調布市・ハートフルとの協同プロジェクトとして長期的
展開をめざし、本年は数回の連続試演公演を行います。

 
（ 11） 斡旋頒布事業

　　Ａ．人形劇関係書籍、紙誌の紹介、販売を行います。

　　Ｂ．人形劇材料、完成人形の販売を行います。

（ 12） 国内・ 海外人形劇の調査

　 　 　 Ａ．南インドの伝統人形芝居の調査を行います。（４月）

　　Ｂ．チェコのマテリンカ国際人形劇フェスティバルに参加し、チェコ、スロバキアの人形劇の調査を行い

ます。（６月）

　　

（ 13） 文化財の修理

　　　各地保存会、教育委員会等の依頼により行います。

（ 14） その他、 寄附行為に定められた事業の推進。

　　


